
１ 組織名  土橋自治会 

 

２ 地区の概要 

  ○面積 2.260ｋ㎡  ○世帯数 148世帯  ○人口 482人 

（１）おいたち 

土橋自治会は、矢巾町の最南端に位置し、南北に流れる北上川に沿って拓け紫波町に

相対し、西は一部北郡山行政区に接し、北は東徳田２区及び間野々行政区と接している。 

享保20年に藩行政の組織編成替えにより、徳田通り土橋となり、明治元年松代藩の取

り締りとなり、同３年７月盛岡県の支配に属し、同５年正月岩手県と改称になる。明治

17年東徳田村外６ヶ村の所長役場が置かれて、明治22年町村制実施により、高水寺村の

うち字三枚橋を土橋に合併し徳田村と称するようになった。 

昭和初期、徳田村の行政区域再編に伴い９区、10区と２行政区に分割されたが常に早

池峰神社を中心に部落間の協議がなされ地域の融和と協調が図られてきた。 

昭和30年町村合併により矢巾村となり、同31年に土地基盤整備事業を行い、先祖伝来

の田形を１枚10ａとし、併せて暗渠排水を行い土地改良がなされた。同46年に大型近代

化農業を目指し、構造改善事業に取り組み１枚30ａとし、農道、用排水路等を整備し、

同時に主要道路が拡幅され、同51年に道路も舗装が完了した。 

昭和55年町行政は、都市化の進展により著しく行政区間の格差が生じ、これらを改善

するために、住民の意思が反映された行政区再編を提起され、部落全体会議並びに役員

会等を重ね再編計画に合意し、大字名とおり「土橋行政区」に改めることになった。同

時に自治会を組織し部落民総参加による魅力ある部落づくりに努めてきた。平成３年８

月矢巾地区農業構造改善センターの落成により、この維持管理は土橋行政区（自治会）

が町から委託を受けることになった。翌４年４月から２ヶ所あった部落公民館を統合し、

名称を土橋自治公民館とするとともに自治会組織名も土橋部落会から土橋自治会に改称

し今日に至っている。 

 

（２）特徴、特色 

土橋行政区は、本町では北上川流域の最も低い地域で、比較的自然環境に恵まれ良質

米の産地としてその名を誇っている。またもっとも長い歴史と老木茂る鎮守の森、早池

峰神社ならびに天台宗大光院が鎮座し、信仰の盛んな地域であることを物語っている。 

一方、北上川に隣接する紫波町との交通機関として県下唯一の渡船場を持っていた。

平成３年11月両町民待望の長徳橋が完成し、国道４号線と396号線を結ぶ重要路線とな

っている。長徳橋を架け橋として、紫波町長岡地区との町の垣根を越えた交流を行って

いる。 

また、河川敷地を利用した運動公園を設置し関係者の献身的な努力によって整備され

ており、地区民の体力向上と融和を図る施設として活用されている。なお、渡船場につ

いては、末永く地区民に伝えていくため、間野々地区集落排水処理場内公園に石碑を建

立し、かつ前記改善センター内に当時の船の模型が展示されている。 

昭和58年から北上川河川敷に白鳥が飛来し、以来毎年餌付けするとともに周囲の環境

整備を行い地元のみならず、遠方からも見学者が訪れ今日に至っている。 

これらの活動が評価され平成20年12月には、岩手県より「元気なコミュニティ100

選」に選ばれている。 



３ コミュニティ計画 

（１）コミュニティ活動方針 

実践目標 

・各種行事を通して地域の繋がりを深める 

・長徳橋を通じた交流活動の推進 

・運動会や健康教室で元気な地域づくり 

・ごみ拾い、草刈り等ボランティア活動で地域愛護の心を育てる 

・資源ごみ回収事業の推進、ごみ集積所利用カレンダーの遵守 

 

（２）主な事業、年間行事等 

区   分 活   動   の   内   容 

土橋大運動会 ６月に土橋グラウンドで開催 

屋内体育大会及び新年交賀会 １月に改善センターで開催 

北上自治会との交流 秋に実施（隔年で事務局を交代） 

岩崎川、北上川草刈作業 ６月と９月に実施 

土橋自治会総会 自治会事業報告、事業計画について３月に実施 

資源ごみ回収事業 通年 

 

（３）コミュニティ施設等の整備計画                 （単位:千円） 

実施年度 事  業  区  分 事業費 内 容 説 明 

平成２８年度 防犯灯設置事業 200 防犯灯LED化4箇所 

平成２９年度 防犯灯設置事業 200 防犯灯LED化4箇所 

平成３０年度 防犯灯設置事業 200 防犯灯LED化4箇所 

平成３１年度 防犯灯設置事業 200 防犯灯LED化4箇所 

平成３２年度 防犯灯設置事業 200 防犯灯LED化4箇所 

 

（４）コミュニティ施設等の整備計画                 （単位:千円） 

実施年度 事  業  区  分 事業費 内 容 説 明 

令和３年度 防犯灯設置事業 100 防犯灯LED化２箇所 

令和４年度 防犯灯設置事業 100 防犯灯LED化２箇所 

令和５年度 防犯灯設置事業 100 防犯灯LED化２箇所 

令和６年度 防犯灯設置事業 100 防犯灯LED化２箇所 

令和７年度 防犯灯設置事業 100 防犯灯LED化２箇所 

 

 

 

 

 

 



４ 資金計画 

（１）収入計画                           （単位:千円） 

科 目 説   明 
金       額 

３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 

自 治 会 費 5,000円×世帯数 819 819 819 819 819 

補 助 金 道路・河川愛護費 97 97 97 97 97 

 防犯灯電気料補助 35 35 35 35 35 

 防犯灯設置補助 50 50 50 50 50 

 河川雑物除去補助 100 100 100 100 100 

そ の 他 雑収入 200 200 200 200 200 

合  計  1,301 1,301 1,301 1,301 1,301 

 

（２）支出計画                           （単位:千円） 

科 目 説   明 
金       額 

３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 

会 議 費 総会、役員会等 90 90 90 90 90 

事 業 費 広報発行費 200 200 200 200 200 

維持管理費 防犯灯電気料 70 70 70 70 70 

 防犯灯設置費 100 100 100 100 100 

 管理費等 140 140 140 140 140 

負 担 金 改善センター等 505 505 505 505 505 

役 員 手 当  170 170 170 170 170 

そ の 他 事務費等 20 20 20 20 20 

予 備 費  6 6 6 6 6 

合  計  1,301 1,301 1,301 1,301 1,301 
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